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「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

桜咲く(尾鷲高校入学試験合格発表)
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2014 年４月　暮らしのカレンダー
日付 曜日 行政手続きなど イベント等 健康関係

1 火 価格等縦覧帳簿縦覧 ( ～ 6/2)(P18)
課税台帳兼名寄帳の閲覧 (P18) 夢古道の湯入浴回数券販売 ( ～ 5/11)(P16)

2 水
3 木 し尿くみ取り ( 曽根 )(P19) おはなしだっこ (P20)
4 金 夜間観望会 (P20)

5 土
清水重蔵写真展 ( ～ 5/11)(P16)
尾鷲イタダキ市 (P19)
夜間観望会 (P20)

6 日 春の全国交通安全運動 ( ～ 15 日 )(P19) 清水重蔵ギャラリートーク (P16)
その場でできる木工教室 (P16) 休日当番医・当番薬局 (P17)

7 月
狂犬病予防接種 (P9)
議会報告会 (P18)
し尿くみ取り ( 梶賀 )(P19)

ランチバイキングフェアー ( ～ 27 日 )(P16)
清水先生と撮る「熊野の春の撮影会」(P16)

8 火
狂犬病予防接種 (P9)
議会報告会 (P18)
児童相談・女性相談 (P18)
し尿くみ取り ( 三木里 )( ～ 11 日 )(P19)

9 水 議会報告会 (P18) 献血 (P17)

10 木

子育て支援センター開所式 (P8)
狂犬病予防接種 (P9)
議会報告会 (P18)

「交通事故死ゼロを目指す日」(P19)
危険物取扱者試験願書受付 ( ～ 21 日 )(P19)
危険物取扱者試験予備講習会申込 ( ～
21 日 )(P19)

おはなしの時間 (P20)

11 金
子育て支援センター開所式 (P8)
狂犬病予防接種 (P9)
議会報告会 (P18)

夜間観望会 (P20)

12 土 夜間観望会 (P20)
おはなしの広場 (P20)

13 日 その場でできる木工教室 (P16)
三木浦こいやぁ (P19) 休日当番薬局 (P17)

14 月 無料法律相談 (P18)
し尿くみ取り ( 古江 )( ～ 17 日 )(P19)

15 火 議会報告会 (P18) 「まちゼミ」の開催 ( ～ 5/15)(P18)
16 水 議会報告会 (P18)
17 木 議会報告会 (P18)

18 金 議会報告会 (P18)
広報おわせ６月号有料広告申込期限 (P18) 夜間観望会 (P20)

19 土 夜間観望会 (P20)

20 日 その場でできる木工教室 (P16)
R42Heart To Heart Stage 2014(P20)

KokoKara 健康ウォーキングデー (P17)
休日当番医・当番薬局 (P17)

21 月 し尿くみ取り ( 賀田 )( ～ 24 日 )(P19)
22 火 議会報告会 (P18)
23 水 行政相談 (P18)
24 木 子ども読書の日 (P20)
25 金 夜間観望会 (P20)

26 土 講座「熊野比丘尼が絵解く曼茶羅図」(P16)
夜間観望会 (P20)

27 日 その場でできる木工教室 (P16) 休日当番薬局 (P17)
28 月
29 火 休日当番薬局 (P17)

30 水
健康チェックリスト返送締切 (P8)
高等技能訓練促進給付金申請期限 (P8)
軽自動車税納期限 (P18)

※このカレンダーには、３月２０日㈭時点で、主に市が所管する情報を掲載しています。
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はじめまして満１歳です・・・・・・・・・・３ 今月のフォトグラフ・・・・・・・・・・・１３

尾鷲市の予算と施策・・・・・・・・・・４、５ きょういくあれこれ、海中さんぽ・・・・・１４

市役所の組織・機構の一部見直し・・・・・・６ みんなで健康づくり・・・・・・・・・・・１５

４月からの介護保険料について・・・・・・・７ 続　尾鷲の植物誌・・・・・・・・・・・・１５

子育て支援、ほか・・・・・・・・・・・・・８ 夢古道おわせのお知らせ・・・・・・・・・１６

防災おわせ・・・・・・・・・・・・・・・・９ 熊野古道センターのお知らせ・・・・・・・１６

狂犬病予防接種、猫の避妊・去勢手術・・・・９ 献血、休日当番医等・・・・・・・・・・・１７

講座・サークル参加者募集・・・・・１０－１２ おしらせ、ほか・・・・・・・・・・１８－２０

４ 月 号　 も く じ

☆満１歳の赤ちゃんの写真大募集 !! 写真に赤ちゃんの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください☆

 

西
にし

　遥
は る か

花　ちゃん
( 栄町、父・直矢　母・くるみ )

ご飯が大好き♡
いつもニコニコ元気いっぱい
のはーちゃんです (* ＾＾ *)

仲
なか

　健
けんしん

心　くん
( 中央町、父・進也　母・カヨ )

いつも笑顔いっぱい☆
すくすく元気に育ってね！！

西
にし

　慶
け い た

太　くん
( 栄町、父・直矢　母・くるみ )

はるか姉ちゃんにやられメソ
メソ ( ＾ - ＾；)
甘えん坊けいちゃんです♡

吉
よ し だ

田　苺
ま は ろ

春　ちゃん
( 光ヶ丘、父・侑生　母・里奈 )

我が家のアイドルまぁ - ちゃん
です♡すごくおりこうさんで
お兄ちゃんが大好きです♪
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平成 26年度尾鷲市の予算と施策

　平成 26 年度当初予算、補正予算第 1 号が第 1 回定例会で可決され、一般会計予算額が 101 億 6,187 万 9 千円、
特別会計・企業会計を含めた総予算額が 196 億 4,722 万 8 千円（前年度比 3.9％増）となりました。
　今回の予算は、市の財政が依然厳しい状況ではありますが、「第 6 次尾鷲市総合計画」の 3 年目として、市政の諸課
題の解決に向けての重要な年度であることから、将来都市像「共に創り　未来につなぐ　誇れるまち　おわせ」の実
現に向けた諸施策を総合的かつ機能的に推進していく予算となっています。（※平成 25 年度中に平成 26 年度当初予
算が補正されたため、1 号補正後の予算を表記しています。また、前年度との対比についても、1 号補正後の予算を用
いています。）

歳　入
　自主財源の根幹である市税は、地域経済の低迷により法人市民税の減少はあるものの、近年の収納率の向上により、
前年度に比べ 5,157 万円（2.3％）増の 22 億 4,688 万 4 千円を見込んでいます。また国から交付される地方交付税は、
前年度に比べ 3,000 万円（0.9％）減の 33 億 1,000 万円を見込んでいます。一方、市の借金である市債は、学校教
育施設等耐震整備事業債や消防救急デジタル無線整備事業債、保育所施設整備事業債などを計上し、前年度に比べ 7
億 4,140 万円（111.0％）増の 14 億 960 万円を見込んでいます。

・自主財源　地方公共団体が独自で自主的に調達できる財源
・依存財源　国や県により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする財源

市税
22億4,688万4千円

22.1%
繰入金

6億6,766万3千円
6.6%

使用料及び手数料
1億4,512万円

1.4%

分担金及び負担金
1億2,881万4千円

1.3%

諸収入
1億388万8千円

1.0%

そのほか
4,869万4千円

0.5%

地方交付税
33億1,000万円

32.6%

市債
14億960万円

13.9%

国庫支出金
11億7,532万9千円

11.6%

県支出金
6億668万7千円

6.0%

地方消費税交付金
2億2,000万円

2.2%

そのほか
9,920万円

1.0%

自主財源

依存財源
自主財源　　33 億 4,106 万 3 千円（32.9％）
依存財源　　68 億 2,081 万 6 千円（67.1％）

一般会計 101 億 6,187 万 9 千円（第 1 号補正予算後）
前年度に比べ 10 億 30 万 1 千円（10.9％）増
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平成２６年度の主な事業．．．．．．．．．災害に強い「命のまちづくり」を推進していきます。
・市制施行 60周年記念事業（1,287 万 4千円）

　本年度は市制施行 60 周年にあたることから、港まつりや尾鷲節コンクールなどの既存イベントに加え、12 の記
念事業を実施します。

・エリアワンセグ受信端末購入事業（4,995 万 7千円）
　昨年度に基盤整備を実施したエリアワンセグシステムを活用し、住民の皆様に映像・文字・音声にて防災情報を
確実に配信していくことから、防災情報を受信するための専用端末（戸別受信機）3,500 台の配備を本年度から行い、
来年度の 3,500 台を含めて、２か年計画で 7,000 台の配備を予定しています。

・コミュニティセンター等建設事業（1億 392万 6千円）
　旧九鬼中学校のグラウンドに九鬼コミュニティセンターを建設します。より良い環境を提供することで、地区住
民の活動拠点や憩いの場として活用できる施設の整備を行います。

・保育所施設整備事業（1億 3,655 万 3千円）
　津波浸水予想区域に立地する保育園や耐震化整備が行われていない保育園（尾鷲第三保育園、尾鷲第四保育園、
矢浜保育園）について、安全な場所への移転を含めた整備を実施することにより、入所児童に安全・安心な保育を
提供します。

・尾鷲小学校中村山避難路整備事業（1億 500万円）
　尾鷲小学校・尾鷲幼稚園の児童・園児が避難する中村山への避難路は、整備が不十分で避難に時間がかかること
が予想されます。中村山と隣接しているプール更衣室の屋上に避難階段を設置して、学校の敷地内から直接中村山
に避難できるように整備します。

歳　出
　消防救急デジタル無線整備事業に係る三重紀北消防組合負担金や臨時福祉給付金などにより、補助費等が 1 億 5,420
万 1 千円（13.1％）の増額となっています。物件費につきましては、マイナンバー制度導入に伴う住民記録システム
改修業務委託やエリアワンセグ受信端末購入などにより、5,774 万 4 千円（3.6％）の増額となっています。また、繰
出金につきましては、紀北広域連合分担金や特別会計への繰出金が増額となることから、2 億 182 万 3 千円（21.1%）
の増額となっています。一方、「定員適正化計画」による正規職員削減の継続および議員定数の減により、人件費全体
で 1 億 5,605 万 8 千円（9.5％）の減額となっています。扶助費につきましても、少子化による児童手当や保育所運
営費の減額等により 5,665 万 5 千円（3.2％）の減額となっています。また、投資的経費については、学校耐震事業
や保育所施設整備事業の増額等により 8 億 3,460 万 9 千円（114.5％）の増額となっています。

・特別会計　特定の事業を行うとき、特定の収入を特定の支出にあてる会計
・企業会計　その事業によって得られる収入で支出をまかなう独立採算制の会計

消防費
6億2,819万3千円

6.2%

農林水産業費
5億2,831万8千円

5.2%

土木費
3億816万3千円

3.0%

商工費
1億8,546万1千円

1.8%

議会費
1億4,422万8千円

1.4%

そのほか
800万円

0.1%

民生費
33億6,288万4千円

33.1%

教育費
13億45万円

12.8%
衛生債

12億8,704万1千円
12.7%

総務費
12億5,506万1千円

12.4%

公債費
11億5,408万円

11.4%

特別会計 予算額
（前年度比）

国民健康保険
事業会計

28 億 9,888 万 5 千円
（+5.0%）

後期高齢者医療
事業会計

5 億 9,080 万 1 千円
（+6.7%）

公共下水道
事業会計

276 万 6 千円
（± 0%）

企業会計 予算額
（前年度比）

病院事業会計 51 億 1,168 万 1 千円
（+4.8%）

水道事業会計 8 億 8,121 万 6 千円
（-43.5%）
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お
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総
務
課

　
・
総
務
・
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係　
☎
㉓
８
１
１
３
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務
、
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政
改
革
に
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る
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と
な
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財
政
課

　
・
財
政
係　
☎
㉓
８
１
４
１

　
　
　
財
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど

　
・
管
財
・
検
査
係　
☎
㉓
８
１
４
２

　
　
　
市
有
財
産
、
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事
等
の
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札
、
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び
検
査
に
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る
こ
と
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ど

■　組織・機構見直し後の本庁舎内各課配置図　■

自立支援係　

選挙管理
委員会

　水産商工基盤整備係 海洋深層水推進係

商工振興係

木のまち推進課

農林振興係

市有林係

農林基盤整備係

W　C

税
務
課

課
税
係

収
納
係

福祉保健課

高齢者・児童係
国民健康保険係

総合窓口係 市民生活係

　水産振興係

記
者

ク
ラ
ブ

財政係 総務・職員係

総務課

財政課

管財・検査係

議会事務局 議員控室

秘書広報係

財政課

W･C

副市長室

議会図書室

政策調整係
人づくり
支援係

監査委員事務局

第二・三
委員会室

三
階

二
階

議場

会議室

観光交流係

水産商工食のまち課

第一委員会室

一
階

自治
連合会

市長室

正・副議長室 応接室

出
納
室

警備室

Ｗ・Ｃ

市民サービス課

W･C

応
接
室

市長公室

階
段

階
段

階
段

階
段

階
段

階
段

階
段

 
  

４
月
か
ら

福
祉
保
健
課
健
康
長
寿
推
進
係
は
、

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
１
階
か
ら

２
階
に
移
動
し
ま
し
た
。
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　今号では、65 歳以上の被保険者（第１号被保険者）が４月から納付する介護保険料についてお知らせします。
　40 歳以上 65 歳未満の被保険者（第２号被保険者）の介護保険料は、それぞれご加入の健康保険の保険料に上乗せ
されるため、健康保険の保険者にお尋ねください。

お問い合わせ　紀北広域連合　☎㉟０８８８

所得段階 所得等の条件 介護保険料年額

第 1 段階 生活保護受給者又は老齢福祉年金受給者であって、世帯全員が市町民税非課税の人 32,435 円

第 2 段階 世帯全員が市町民税非課税であって、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計額が 80 万円以下の人 32,435 円

第 3 段階 世帯全員が市町民税非課税であって、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計額が 80 万円を超え 120 万円以下の人 45,409 円

第 4 段階 世帯全員が市町民税非課税であって、本人の前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計額が 120 万円を超えている人 48,653 円

第 5 段階 世帯の誰かに市町民税が課税されているが、本人は非課税で前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計額が 80 万円以下の人 53,843 円

第 6 段階 世帯の誰かに市町民税が課税されているが、本人は非課税で第 5 段階以外の人 64,870 円

第 7 段階 本人が市町民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円未満の人 81,088 円

第 8 段階 本人が市町民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万円以上の人 97,305 円

◇上記保険料額は年度額となっております。納付につきましては年度間 ( 当年 4 月より翌年 3 月末まで ) で 6 回、偶
　数月に支払いとなります。
◇介護保険料は 65 歳になった日※ 1）が属する月から月割りで計算します。
※ 1）法律上 65 歳の誕生日の前日が、65 歳になった日にあたります。
　【民法第 143 条「年齢計算に関する法律を根拠としています】≪例：4 月 1 日生まれ→ 3 月分から算定≫
◇ 介護保険料の納付 ◇	

（1）年金からの天引き ( 特別徴収 )
　　老齢・退職年金等で、年額 18 万円以上ある人は年 6 回年金から介護保険料が天引きされます。

4 月、6 月分及び 8 月分の介護保険料は仮徴収 ( 前年度 2 月分と同額 ) となっていますので、10 月分以降の介護
保険料は年額との差額を調整した金額になります。

（2）納付書による納付 ( 普通徴収 )
年金から天引きできない場合は、紀北広域連合から送られる納付書によって、金融機関等で介護保険料を個別に
支払います。また、口座振替で納付することもできますのでご活用下さい。
納期限を過ぎてのお支払いには延滞金が加算される場合があります。必ず納期限までに納付をお願いします。

<< 口座振替について >>
○お申込み
　金融機関・郵便局※、または市役所、広域連合の窓口に口座振替依頼書があります。
　※郵便振替をご希望の際は、別途専用書類での手続きが必要となります。
○必要なもの
　引き落としを希望する口座の通帳、その通帳の印鑑
○口座振替取扱金融機関

・第三銀行・紀北信用金庫・百五銀行・中京銀行・伊勢農業協同組合・東海労働金庫・三重県信用漁業協同組合連合会・
三重県、愛知県、岐阜県及び静岡県内のゆうちょ銀行または郵便局 [ 順不同 ]



❽

おわせファミリーサポートセンター
　「急な残業で保育園の迎えの時間に間に合わない」な
ど困ったとき、有償ボランティアを紹介する「おわせ
ファミリーサポートセンター」。利用には登録が必要で、
新規会員（依頼会員・援助会員）を募集中です。

お問い合わせ　おわせファミリーサポートセンター
（福祉保健課内）　☎㉓８２０２

●依頼会員とは？
　　子どもを預けたり送迎してほしい人など。
・利用料　午前７時～午後８時‥‥‥１時間 700 円
　　　　  そのほかの時間‥‥‥‥‥１時間 800 円
●依頼会員の条件は？

　市内に在住または勤務する人で、０歳～小学６年
生までの子どもを養育している人。

●援助会員とは？
　子どもが好きで、子育ての経験を生かし、皆さん
の子育ての応援がしたい人、など。

●援助会員の条件は？
　市内在住の 20 歳以上の人。
※事前に、育児に関する講習を受けていただきます。

子育て支援センター「ちびっこひろば」
　尾鷲第二保育園内に開設している子育て支援セン
ター「ちびっこひろば」では、育児相談や親子教室、
園庭開放などを行っています。子育ての相談だけでな
く、親子や地域とのコミュニケーションの場としても、
気軽にご利用ください。

お問い合わせ　ちびっこひろば　☎㉓２６００
●育児相談

　電話・面接・訪問などで、しつけ・食事・病気の
悩みなどの相談に応じています。

　月～金曜日　午前９時～正午・午後１時～３時
●ふれあいデー（センター解放）

　親子で楽しく遊んだり、交流を深めていただくた
め、センターを開放しています。

　月～金曜日　午前９時～正午・午後１時～３時
●ちびっこひろば親子教室

　グループごとに毎月１回開催し、子育てについて
の講話や楽しい親子のふれあい遊びを紹介します。

● 開所式は４月 10 日 ( 木 ) と 11 日 ( 金 ) の午前 10
時から、センターでグループごとに行います。

 

食
の
自
立
支
援
事
業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て

　
市
で
は
市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
・
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
、
心
身
の
障
害
及
び
疾
病
等
の
理
由
に
よ
り

調
理
が
困
難
な
人
に
週
３
回
を
限
度
に
夕
食
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
８
２
０
１

介
護
予
防
教
室
参
加
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

送
付
し
ま
す

　
65
歳
以
上
の
人
の
生
活
の
健
康
度
を
確
認
す
る
た
め
、
毎
年
４
月
に

健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
よ
り
健
康
状
態
や
日
常
生
活
の
動
作
等
を
判
定
す
る
こ
と
で
、

介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
に
な
る
原
因
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
中
旬
頃
に
皆
さ
ん
の
自
宅
へ
ピ
ン
ク
の
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
の

で
、
同
封
の
記
入
例
を
参
考
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
す
べ
て
の
記
入
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
切
手
不
要
の
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
４
月
30
日
㈬
ま
で
に
投
函
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
基
準
に
該
当
し
、
参
加
を
希
望
す
る
人
に
は
、「
介
護
予
防

教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。（
５
月
か
ら
８
月
の
間
に
家
庭
に
訪
問
し
、
内

容
を
説
明
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。）　

お
問
い
合
わ
せ　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
８
１
９
２

高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
制
度
の
４
月
入
学
の

申
し
込
み
期
限
は
４
月
中
で
す

　
高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
制
度
と
は
、
３
月
号
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、「
高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
」
と
修
業
後
に
「
入
学
支

援
修
了
一
時
金
」
を
支
給
し
、
資
格
取
得
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

該
当
資
格　
看
護
師
（
准
看
護
師
）・
介
護
福
祉
士
・
保
育
士
・
理
学

　
　
　
　
　
療
法
士
・
作
業
療
法
士

支
給
対
象
者　
市
内
在
住
の
一
人
親
家
庭
の
父
、
ま
た
は
母
で
一
定

　
　
　
　
　
　
の
条
件
を
満
た
す
人

お
問
い
合
わ
せ　
福
祉
保
健
課　
☎
㉓
８
２
０
２
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避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施
！

　
大
規
模
災
害
時
は
、
行
政
機
能

が
大
き
く
低
下
し
、
行
政
主
体
に

よ
る
避
難
所
運
営
は
極
め
て
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
円
滑

な
避
難
所
運
営
の
た
め
に
は
、
避

難
者
同
士
が
協
力
し
、
自
主
的
に

運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、避
難
所
の
運
営
方
法
、

役
割
分
担
、
自
主
防
災
会
間
の
連

携
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

が
何
を
準
備
し
、
何
を
行
う
必
要

が
あ
る
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
す
る
た
め
、
３
月
16
日
㈰
、
尾

鷲
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
の

主
催
で
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に

「
避
難
所
運
営
訓
練
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
昨
年
の
２
月
は
、
体
育
文
化
会

館
を
会
場
に
一
泊
二
日
の
「
避
難

所
体
験
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
冬
の
避
難
所
の
寒
さ
等

を
「
体
験
」
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
訓
練
で
し
た
。
今
回
の
訓
練

は
、
避
難
所
を
避
難
者
が
協
力
し

て
「
運
営
」
す
る
こ
と
に
重
点
を

置
き
ま
し
た
。

　
尾
鷲
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
避
難
所
運
営
に
係
る

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

昨
年
の
９
月
29
日
と
11
月
10
日
に

は
避
難
所
運
営
勉
強
会
を
開
催

し
、
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
の
基

礎
的
な
部
分
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
今
回
の
訓
練
は
、
そ
れ
に
続

く
、
今
年
度
の
取
り
組
み
の
集
大

成
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。

　
訓
練
は
、
巨
大
な
地
震
が
発
生

し
、
市
内
に
甚
大
な
被
害
が
出
て

い
る
が
、
被
害
の
全
容
は
明
ら
か

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
避
難
者
が

続
々
と
中
央
公
民
館
に
集
ま
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
想
定
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
自
主
防
災
会
長
が

中
心
と
な
っ
て
「
避
難
所
運
営
本

部
」
を
立
ち
上
げ
、
避
難
所
内
で

起
き
る
様
々
な
「
で
き
ご
と
」
に

対
応
し
て
い
き
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
「
で
き
ご
と
」
が
起
き
る
か

は
、
訓
練
参
加
者
に
は
明
か
さ
れ

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
け
が
人
が
避

難
し
て
来
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
が
取

材
に
来
た
り
、
備
蓄
品
が
足
ら
な

く
な
る
と
い
う
状
況
を
、
突
然
与

え
て
、
避
難
所
と
し
て
そ
れ
に
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
の

が
、
こ
の
訓
練
の
要
点
で
す
。

　
訓
練
の
参
加
者
達
は
、
皆
で
協

力
し
、こ
の
よ
う
な
「
で
き
ご
と
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。
次

か
ら
次
へ
と
い
ろ
ん
な
状
況
が
与

え
ら
れ
て
、
参
加
者
達
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
規
模

災
害
時
に
は
、
こ
の
よ
う
に
皆
で

協
力
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
で

は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
避

難
所
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を

知
っ
て
も
ら
い
、
皆
で
協
力
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
訓
練

を
今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
で

す
。

お
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
室
☎
㉓
８
１
１
８

防
災
お
わ
せ

 
　
犬
の
登
録
は
生
涯
に
１
回
、
狂
犬
病
予
防
接
種
は
毎
年
１
回
で
す
。

今
年
度
は
各
会
場
で
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課　
☎
㉓
８
２
５
０

4 月 7 日（月）
梶賀漁協前 9:00 ～ 9:05
曽根ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ前 9:15 ～ 9:20
賀田ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ前 9:30 ～ 9:45
古江ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ前   9:55 ～ 10:10
北輪内ｾﾝﾀｰ前 10:20 ～ 10:40
三木浦漁協前 10:50 ～ 11:10
早田漁協前 11:30 ～ 11:35
九鬼消防団車庫前 11:45 ～ 12:00

4 月 8 日 ( 火 )
行野ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ前 9:00 ～ 9:05
大曽根駅前 9:15 ～ 9:20
旧向井農協前 9:30 ～ 9:50
矢浜ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ前 10:00 ～ 10:20
天満集会所前 10:30 ～ 10:50
せぎやまﾎｰﾙ前 11:00 ～ 12:00

4 月 10 日 ( 木 )
須賀利ｾﾝﾀｰ前 9:00 ～ 9:10
北浦児童公園 10:00 ～ 10:30
駅前児童公園 10:40 ～ 11:10
泉集会所前 11:20 ～ 12:00

4 月 11 日 ( 金 )
光ヶ丘市営住宅上公園 9:00 ～ 9:30
三重県尾鷲庁舎裏   9:50 ～ 10:50
市役所地下駐車場 11:00 ～ 12:00

注射のみ　　３，２００円
登録と注射　６，２００円

 

　猫の避妊や去勢手術をする人に補助金を交付し
ます。ただし、予算に限りがあるため、なくなり
しだい終了となります。
　詳しくはお問い合わせください。
　　補助金額　オス　２，０００円
　　　　　　　メス　４，０００円
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　中央公民館と各コミュニティーセンターでは、次のとおり、平成２６年度に開催する「講座」や「サークル」の
参加者を募集します（１人で複数の講座・サークルに参加することもできます）。
　それぞれで募集方法や募集期間が異なりますので、詳しくは、講座などを受け持つ各施設まで直接お問い合わせく
ださい。また、応募多数の場合は抽選に、希望者が 10 人未満の場合は開講できない場合もありますので、ご了承く
ださい。（※内容や時間など、今後変更される場合があります。）

中央公民館　☎㉒０００１
名称 内容 実施日 対象 定員

ふるさと大学 人生をより豊かに、生涯学習 年 6 回　第 1 火　9:30 ～ 一般 40 名
俳句教室 俳句を初歩から楽しんでみよう 年 9 回　第 2 木　10:00 ～ 一般 20 名
アトリエ✿フラワー 生活空間に、お花を取り入れ癒しを 年 5 回　主に第 4 木　19:00 ～ 一般 25 名
男の包丁クラブ あなたの厨房デビューをお手伝い 年 4 回　第 4 木　10:00 ～ 一般 25 名
私もできるエコ料理 楽しみながら、ヘルシークッキング 年 6 回　第 1 木　10:00 ～ 一般 30 名
短歌教室 初歩から一緒に楽しみましょう 年 9 回　主に第 4 木　14:00 ～ 一般 20 名
ストリートダンス教室 ダンスを体験してみませんか 月 2 回　第 1 第 3 火　19:00 ～ 一般 30 名
フラダンス教室 南国ダンスにチャレンジしませんか 月 2 回　第 2 第 4 水　10:00 ～ 一般 20 名
ヨガ教室 体からリフレッシュしませんか 月 2 回　第 1 第 3 火　10:00 ～ 一般 30 名
筆ペン教室 冠婚葬祭の字を自分で書こう 月 2 回　第 2 第 4 木　17:30 ～ 一般 20 名
書道クラブ 毎週金　19:00 ～ 一般
絵画クラブ 第 1 土　10:00 ～ 一般
書道かなクラブ 月 3 回木　13:00 ～ 一般
みんなでうたおう 第 2 火　13:30 ～ 一般

矢浜コミュニティーセンター　☎㉒６３６７
成人学級 布ぞうり、物つくりなどを通しての仲間作り 随時募集 一般 15 名
ゆる体操 運動の苦手な人でもＯＫ！ゆったりリラックス 年 16 回　金　13:30 ～ 一般 20 名
フラダンス教室 心地よいリズムにあわせて踊りましょう 年 15 回　火　10:00 ～ 一般 15 名
パン・お菓子工房 手作りパン・お菓子を家庭でも 年 4 回　土　9:00 ～ 一般 10 名
ちぎり絵教室 指先を使って脳の活性化 年 5 回　金　13:30 ～ 一般 10 名
シニア学級（高齢者学級） 健康で楽しい人生を 年 8 回　水　13:30 ～ 60 歳以上 20 名
体験学習 キッズクッキング・工作など 随時募集 小学生 12 名
英語であそぼう 歌っておどって英会話 年 6 回　土　10:00 ～ 小学 1 ～ 4 年生 12 名
太極拳サークル 月 3 回程度金　19:00 ～ 一般
ヨガサークル 月 2 回程度金　10:00 ～ 一般
キュッと愛好会（エアロビ） 毎週水　19:30 ～ 一般
なでしこ（人形劇） 毎週水　19:30 ～ 一般
古布サークル 月 1 回　土　13:00 ～ 一般

向井コミュニティーセンター　☎㉒４９７５
習字教室 初めは鉛筆書きから 毎週火　16:00　土　8:00 ～ 小学生 20 名
陶芸教室 自分だけの器をつくろう 年 1 回 (4 日間 )　土 ･ 日　13:00 ～ 親子・一般 20 名
ちまき・おさすり作り 楽しく作っておいしく食べよう 6 月　旧端午の節句頃 幼児～一般 50 名
自然トレッキング 語り部と歩く熊野古道は一味違います 年 2 回　春 ･ 秋 親子・一般 20 名
布ぞうり教室 服の再利用・布ぞうりを作ろう 年 2 回 一般 20 名
アロマテラピー教室 自然の香りがもたらす心と体の癒し 年 1 回　秋 一般 10 名
手芸教室 ４・５月はバッグ作りです 毎月第 1 土　9:30 ～ 一般 10 名

大曽根コミュニティーセンター　☎㉓８２５０（市民サービス課）
空手教室 空手の型・技を学ぶ 毎週火 ･ 木 ･ 土　19:00 ～ 幼児～ 20 名

行野コミュニティーセンター　☎㉓８２５０（市民サービス課）
いきいき体操教室 健康体操でリフレッシュ 年 15 回　5 月～ 一般 10 名
手作り教室① エコクラフト梱包用のヒモで小物作り 7 月～ 一般 10 名
手作り教室② 和布で小物作り 5 月～ 一般 10 名

この色は講座です この色はサークルです
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須賀利コミュニティーセンター　☎㉖２２６０
高齢者教室 心豊かに楽しい時間を過ごそう 年 2 回 高齢者 10 名
成人学級 手作り教室等 年 3 回 一般 15 名
パッチワーク教室 オリジナル作品を作ろう 月 1 回　第 1 木　13:30 ～ 一般 15 名
料理教室 バランスの良い食生活で健康に 年 1 回 女性 20 名

九鬼コミュニティーセンター　☎㉙２１６４
手作り学級 味噌作り他 年 3 回 一般 15 名
成人学級 健康と暮らしをテーマに 年 3 回 一般 20 名
郷土歴史教室 ふるさとの歴史を学ぶ 月 3 回第 1･2･3 水　10:00 ～ 一般 15 名
歌声教室 あなたも歌ってみませんか 月 2 回第 2･4 水　13:30 ～ 一般 15 名
気功教室 肩こりや健康のために 月 3 回第 1･2･3 金　14:00 ～ 一般 15 名
パッチワーク教室 布で作る楽しみを 月 1 回第 4 水　13:30 ～ 一般 10 名

早田コミュニティーセンター　☎㉙２１３９
ふれあい学級 地域資源を活かし、郷土の味を伝える 年 2 回 子ども～一般 15 名
にこにこ学級 日常生活を楽しく元気に過ごすための健康作り 年 10 回 一般 15 名
手作り学級 手作りの良さを通してゆとりある暮らし 年 3 回　5 月～ 2 月 一般 15 名
茶道教室 気軽に楽しみながら表千家の簡単な作法を学ぶ 年 10 回　5 月～ 2 月 一般 10 名
大正琴教室 第 2･4 金　14:30 ～ 一般
書道教室 第 2 水　9:30 ～ 一般

三木浦コミュニティーセンター　☎㉘２８３７
ツバキ教室 椿油の可能性を求めて・・・ 年 10 回　随時募集 一般 30 名
太鼓教室 伝統の和太鼓を学ぶ 毎週木　18:30 ～ 小・中・一般 20 名
パッチワーク教室 趣味的向上をはかる 第 2･4 火　19:00 ～ 一般 20 名
フラダンス教室 フラダンスで楽しく足腰を鍛える 第 1･3 木　9:30 ～ 一般 20 名
手作り教室 昔ながらの手作り味噌（４月予定）＆小物作り等 年 5 回　随時募集 一般 20 名
交流教室 世代間交流を通して人の輪を広げよう 年 3 回　随時募集 幼～高齢者 20 名
ヨガ教室 笑いヨガで心身ともにリフレッシュ！ 月 2 回　火　10:30 ～ 一般 20 名

三木里コミュニティーセンター　☎㉘２２７４
野外教室 三木里の魅力を発信：写真教室他 年 4 回 一般 15 名
体験教室 地域の食文化を継承していく：麦味噌作り 年 1 回 6 月末 一般 15 名
生花教室 伝統文化を親切な指導で学びませんか 年 6 回第 4 土　13:30 ～ 一般 15 名
歌声教室 とにかく楽しい！童謡唱歌で童心に帰りますよ！ 年 6 回第 2 木　14:00 ～ 一般 30 名
体操教室 ストレッチ体操他 年 6 回第 2 金　19:00 ～ 一般 15 名
料理教室 郷土料理＆良い食生活他 年 4 回 一般 15 名
陶芸教室 始めよう陶芸。初心者でも丁寧な指導です。 年 1 回 一般 10 名
成人学級 日々の生活にうるおいを！ 年 5 回 一般 15 名
交流学級 ニュースポーツで交流を！ 年 1 回 一般 30 名
空手道 毎週木　18:00 ～ 一般
空手道 毎週土　15:00 ～ 一般
とにかくやってみる会 4 月～ 3 月 一般
三木里盆踊り保存会 7 月～ 8 月　19:00 ～ 一般

古江コミュニティーセンター　☎㉗２７６９
おもてなしマナー教室 煎茶を通して文化や季節を楽しみましょう 月 2 回　第 4 金 ･ 土 一般 10 名
ひのき教室 尾鷲ひのきの香りとともに物作り 年 3 回 子ども・一般 15 名
フラダンス教室 ハワイアン・ソングで心身ともにリフレッシュ 第 1･3 木　正午～ 一般 15 名
陶芸教室 世界に一つだけの作品を作ろう 年 1 回　(4 日間 ) 一般 10 名
古江ふるさと学級 ふるさとの良さを伝えよう 年 3 回 一般 15 名
成人学級 いつもニコニコ健康に！（料理教室・健康体操他） 年 4 回 一般 15 名
子ども学級 世代間交流を通して地域で楽しもう！ 年 3 回 子ども・一般 15 名
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流 年 8 回　5 月～ 12 月 ５歳以上 30 名
民踊 第 1･3 土　11:00 ～ 一般
カラオケ教室 第 1･3 水　13:00 ～ 一般
カラオケ愛好会 第 1･3 木　19:00 ～ 一般
社交ダンス 毎週金　19:00 ～ 一般
大正琴 第 2･4 金　13:30 ～ 一般
ひなげし短歌 月 1 回 一般
思いやりグループ（手芸） 第 2 土　13:00 ～ 一般
←次のページに続きます。
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この色は講座です この色はサークルです

賀田コミュニティーセンター☎㉗２０８８
チャレンジ学級 健康で豊かな生活を過ごす。浴衣の再利用他 年 4 回 一般 20 名
なかよし学級 種から育てる花作り・料理・野外活動 年 7 回 子ども・一般 20 名
花倶楽部 花と親しむ空間作り 年 3 回 一般 15 名
陶芸教室 自由な発想で、自分だけの作品を作ります 年 1 回 (4 日間 ) 一般 15 名
いきいきダンス教室 楽しく踊って筋力アップ！ 月 1 回　第 1 火　10:00 ～ 一般 15 名
健康教室 日常生活に運動する習慣を身につけましょう 年 5 回　月 1 回土 一般 15 名
パッチワーク教室 基礎から学びます 年 8 回　第 3 水　9:30 ～ 一般 10 名
ふるさと体験教室 ふるさとの良さを再発見してみましょう 年 4 回 一般 20 名
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流 年 8 回　5 月～ 12 月 5 歳以上 30 名
グラウンドゴルフ賀田 毎週火 ･ 金　11:00 ～ 一般
グラウンドゴルフ古江 毎週月 ･ 火 ･ 木 ･ 金　正午～ 一般
民踊 第 1･3 木 ･ 日　9:30 ～ 一般
カラオケ（梅） 第 1･2･3 火　13:00 ～ 一般
カラオケ（コスモス） 第 2･3･4 水　13:00 ～ 一般
エコクラフト教室 第 1 水　9:00 ～ 一般

曽根コミュニティーセンター☎㉗３１４１
ちぎり絵教室 手先を使って老化防止に 年 9 回　13:30 ～ 一般 10 名
刻字教室 心に残る文字を板に刻みましょう 第 4 金　9:30 ～ 一般 10 名
短歌教室 心の思いを短歌に 第 3 水　9:00 ～ 一般 10 名
ハンドメイド学級 手づくりを楽しみましょう 年 5 回 一般 10 名
ピンポン学級 運動不足の解消に 火　10:00 ～ 一般 希望者
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流 年 8 回　5 月～ 12 月 5 歳以上 30 名
グランドゴルフ 毎週火　13:00 ～ 一般

梶賀コミュニティーセンター☎㉗３４３０
成人学級 地球の環境整備に取り組み、まちづくりを考える 年 3 回　随時 一般 20 名
婦人学級 身の回りの物を利用して、日々の生活に潤いを 年 3 回　随時 婦人 10 名
子ども学級 工作、料理、環境づくりに参加しよう 年 5 回　主に土 幼・小・中学生 10 名
編み物教室 流行の棒針編みで、小物からセーターまで 月 2 回　第 2･4 土 一般 10 名
パッチワーク教室 布の組合せを楽しみ、オリジナルの作品を 月 2 回　第 1･3 木 一般 10 名
陶芸教室 土のぬくもりを感じて、花器や雑食器を作ろう 年 1 回 一般 10 名
輪内の和（４館合同事業） 食と健康による世代間及び地域間交流 年 8 回　5 月～ 12 月 5 歳以上 30 名

 

名称 内容 実施日 対象 会費

子ども読書会 本の紹介、感想文の書き方などを学習しま
す 毎月第 3 土　14:00 ～ 小学 1 ～ 3 年生

尾鷲手づくり絵本の会 お話しの考案から、挿絵・製本まで、自分
だけの絵本を作ります 毎月第 1 土　13:00 ～ 小学生以上､

幼児は親子で 年 1,500 円

ポランの会 テーマ別に子どもの本を読み、意見交換を
します 毎月第 3 木　10:00 ～ 一般 年 1,000 円

本を読む会 色々なジャンルの本を読み合う会で、講師
の解説もあります 毎月第 3 水　13:30 ～ 一般 月 500 円

おはなしポケット 乳幼児対象の読書ボランティア活動を続け
ています 毎月第 4 木　9:30 ～ 一般 年 1,000 円

よもやまばなし 世界の名作を読み、意見交換をします 毎月第 3 水　19:00 ～ 一般

サークルわらべうた わらべうたを学習し、おはなし会等での伝
承をめざします 毎月第 3 木　13:30 ～ 一般
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今号は、各幼稚園・小中学校の卒業(園)式です。
お世話になった先生や仲の良かった友達とお
別れで会場では、涙のシーンもありました。
子どもたちの卒業式でしたが、お父さん・お
母さんの方が感慨深げでした。

①尾鷲中学校 ( ３年間の想いを込めて斉唱 )
②輪内中学校 ( 校長先生から歌のプレゼントに涙 )
③尾鷲小学校④宮之上小学校 ( 校長先生から一人ずつ卒業
　証書を受け取る )
⑥尾鷲幼稚園 ( 在園生からお世話になったお兄さんお姉さ
　んに感謝のお花 )

①

②

③

④

⑦

⑥

⑤

⑤賀田小学校 ( 在校生からの言葉に涙 )
⑦三木幼稚園 ( 園長先生から修了証書を受け取る )
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え
方
が
妥
当
な
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
そ
の
考

え
を
修
正
し
た
り
、
学
習
を
振
り

返
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
で
も
参
加
者
と
話
し
合
っ
た

り
す
る
中
で
、
自
分
を
相
対
化
さ

せ
、振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
や
り
方
、

考
え
方
、
個
性
な
ど
が
講
座
に
反

映
さ
れ
、
み
ん
な
で
講
座
を
つ
く

り
、
み
ん
な
で
学
習
を
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
の
が
公
民
館
の
や
り

方
で
す
。

　
ま
た
、
学
習
が
地
域
に
還
元
さ

れ
ま
す
。
学
習
し
た
こ
と
を
個
に

還
元
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
学

習
を
と
お
し
て
得
た
も
の
を
地
域

に
還
元
し
、
地
域
の
文
化
を
つ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
最
後
に
、
公
民
館
の

講
座
は
、
人
を
学
ぶ
客
体
で
は
な

く
、
学
ぶ
主
体
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
自
ら
考
え
、
自
ら
の
地

域
を
つ
く
っ
て
い
く
主
体
を
は
ぐ

く
む
の
が
公
民
館
の
役
割
で
す
。

　

生
涯
学
習
と
し
て
、
高
齢
に

な
っ
て
も
身
の
回
り
の
こ
と
、
社

会
の
こ
と
に
絶
え
ず
興
味
を
持
ち

続
け
、
勉
強
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
月
号
の
Ｐ
10
～

12
で
は
、
新
年
度
の
中
央
公
民
館

の
講
座
や
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
い
ろ
い
ろ

な
講
座
や
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
中
央
公
民
館
☎
㉒
０
０
０
１

　
ヒ
ラ
メ
は
カ
レ
イ
目
ヒ
ラ
メ
科

の
魚
で
、
当
地
で
は
定
置
網
、
底

曳
網
、
刺
し
網
な
ど
で
漁
獲
さ
れ

た
も
の
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
中
部
以
南
の
日
本
沿
岸

ほ
ぼ
全
域
か
ら
朝
鮮
半
島
、
南
シ

ナ
海
ま
で
広
く
に
分
布
し
て
い

ま
す
。
水
温
10
～
25
℃
、
水
深

２
０
０
ｍ
ま
で
の
砂
泥
域
に
生
息

し
て
い
ま
す
。
よ
く
似
た
形
を
し

て
い
る
カ
レ
イ
と
の
見
分
け
方

は
、
目
を
上
、
口
を
下
に
し
た
時

に
頭
が
左
に
な
る
の
が
ヒ
ラ
メ
、

右
に
な
る
の
が
カ
レ
イ
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ヒ
ラ
メ
は
魚
を
食
べ

や
す
い
よ
う
に
口
が
大
き
く
歯
が

鋭
い
の
に
比
べ
て
、
ゴ
カ
イ
等
も

食
べ
る
カ
レ
イ
は
小
さ
い
口
を
し

て
い
る
の
も
違
っ
た
特
徴
の
一
つ

で
す
。

　
春
に
沿
岸
の
砂
浜
で
水
面
に
浮

く
卵
を
産
み
、
孵ふ

か化
し
た
稚
魚
は

約
１
か
月
海
中
を
漂
っ
た
後
、
約

１・
５
㎝
に
な
り
、
浅
い
砂
地
に

着
底
し
ま
す
。
孵
化
後
の
稚
魚
は

他
の
魚
の
よ
う
に
両
側
に
目
が
あ

り
ま
す
が
、
徐
々
に
片
側
に
目
が

移
動
し
、
体
も
平
た
く
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
稚
魚
は
ア
ミ
類
を
主

な
餌
と
し
て
い
ま
す
が
、
成
長
す

る
に
つ
れ
て
、
魚
が
主
な
餌
と
な

り
ま
す
。

　
成
長
が
速
く
、１
歳
で
約
30
㎝
、

２
歳
で
約
40
㎝
と
な
り
ま
す
。
オ

ス
は
２
歳
、
メ
ス
は
３
歳
で
成
熟

し
ま
す
。
オ
ス
よ
り
も
メ
ス
の
方

が
、
成
長
が
速
く
、
５
歳
で
オ
ス

は
約
50
㎝
、
メ
ス
は
約
60
㎝
に
な

り
ま
す
。
大
き
い
ヒ
ラ
メ
ほ
ど
メ

ス
の
割
合
が
多
く
、
70
㎝
、
３
㎏

を
超
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
メ

ス
と
考
え
て
い
い
よ
う
で
す
。
中

に
は
１
ｍ
に
達
す
る
大
き
い
も
の

も
い
ま
す
。

　
各
地
で
養
殖
や
稚
魚
の
放
流
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
当
市
で

も
学
習
会
を
兼
ね
て
、
小
学
生
と

一
緒
に
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公民館について

ヒ
ラ
メ
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介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
元
気

な
う
ち
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
で
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
る
主
な
原
因

に
は
、
脳
卒
中
、
衰
弱
、
転
倒
・

骨
折
、
風
邪
・
肺
炎
、
認
知
症
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
少

な
か
ら
ず
歯
と
口
の
健
康
に
関
係

し
て
い
ま
す
。

　
歯
や
口
の
状
態
が
悪
い
と
、
食

欲
が
落
ち
て
低
栄
養
に
な
り
や
す

く
、
そ
れ
に
伴
い
日
頃
の
活
動
量

も
少
な
く
な
っ
て
、衰
弱
や
転
倒・

骨
折
、
認
知
症
な
ど
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
周
病
が
あ
る
人
は
脳

卒
中
や
心
臓
病
（
狭
心
症
・
心
筋

梗
塞
な
ど
）
に
な
り
や
す
い
と
い

わ
れ
、
誤ご

え
ん
せ
い
は
い
え
ん

嚥
性
肺
炎
（
口
の
中
の

細
菌
が
飲
食
物
と
と
も
に
肺
や
気

管
支
に
入
っ
て
発
症
す
る
）
も
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
８ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
運
動
～
80
歳
に
な
っ

て
も
20
本
の
歯
を
残
そ
う
～　

　
80
歳
時
に
残
っ
て
い
る
歯
は
平

均
８
本
で
、
歯
を
失
う
二
大
原
因

は
、
む
し
歯
と
歯
周
病
で
す
。
歯

が
20
本
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
も

の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
後
は
必
ず
歯
を
み
が
い
て
口
の

中
を
清
潔
に
保
ち
、
今
あ
る
歯
を

大
切
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
歯
の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
そ
の
人
に
あ
っ
た
歯
の
み
が
き

方
や
、
む
し
歯
、
歯
周
病
の
予
防

法
も
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。
痛
む

前
に
、
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受

け
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
義
歯
（
入
れ
歯
）
の
手
入
れ

　
食
後
は
口
か
ら
外
し
て
流
水
で

洗
い
、
寝
る
時
は
外
し
て
、
専
用

の
容
器
に
水
を
入
れ
て
保
管
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
義
歯
が
合
っ
て

い
る
か
半
年
に
一
度
は
点
検
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
口
腔
ケ
ア(

口
の
健
康)

教
室

　
福
祉
保
健
課
で
は
、
口
の
健
康

を
保
ち
、
介
護
予
防
に
つ
な
げ
る

た
め
の
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

（
対
象
者
）

　
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
人
の
健
康
度
を

確
認
す
る
た
め
に
、
ｐ
８
で
も
案

内
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
４
月
に

健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
注
）
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

判
定
基
準
に
該
当
し
た
場
合
、
電

話
等
で
教
室
の
案
内
を
し
ま
す
。

（
内
容
）

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
指

導
、
講
話
、
お
口
の
体
操
、
歯
お

よ
び
入
れ
歯
の
手
入
れ
方
法
の
説

明（
注
）
送
付
し
た
全
員
の
健
康
状

態
確
認
の
た
め
、
返
信
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
推
進
係
㉓
３
８
７
１

　
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
は
食
虫
植
物
の

仲
間
で
、
名
前
に
コ
ケ
と
あ
り
ま

す
が
、
コ
ケ
類
で
は
な
く
花
も
果

実
も
つ
け
る
種
子
植
物
で
す
。
葉

に
は
腺
毛
と
よ
ば
れ
る
毛
が
生
え

て
い
て
、
日
当
た
り
の
良
い
と
こ

ろ
で
は
こ
の
毛
が
赤
味
を
帯
び
、

群
生
す
る
と
毛も

う
せ
ん氈

を
敷
い
た
よ
う

に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
前

が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
腺
毛
か
ら
は
虫
を
消
化
す
る
は

た
ら
き
を
も
つ
、
ね
ば
ね
ば
し
た

粘
液
が
分
泌
さ
れ
、
こ
れ
で
虫
を

捕
ら
え
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
虫
を
消
化
し
ま
す
。
消
化
し
た

養
分
は
、
腺
毛
に
吸
収
さ
れ
、
モ

ウ
セ
ン
ゴ
ケ
の
栄
養
の
一
部
に
な

り
ま
す
。　

  

分
布
は
広
く
、
全
国
各
地
に
生

育
し
て
い
ま
す
が
、
寒
冷
な
地
域

が
分
布
の
中
心
で
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
が

茂
る
湿
地
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

三
重
県
で
は
伊
賀
地
方
や
北
勢
、

中
勢
の
湿
地
に
多
く
、
南
部
で
は

水
の
滴
り
落
ち
る
岩
場
で
希
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
尾
鷲
地
域
で
は
、
川
口
三
好
次

著
「
尾
鷲
の
植
物
誌
」
に
矢
浜
が

ん
が
ら
き
に
産
す
る
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
か
ら
45
年

ほ
ど
前
、
こ
の
地
域
で
初
め
て
発

見
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
後

埋
め
立
て
に
よ
り
消
滅
し
ま
し

た
。　

　
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
の
尾
鷲
地
域
で

の
新
産
地
情
報
を
知
っ
て
い
る
人

は
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

み
ん
な
で

　健
康
づ
く
り

口
の
健
康
と
介
護
予
防

▲岩場に生育する
　　　　モウセンゴケ
　（熊野市紀和町）
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＜企画展＞
◎世界遺産登録 10 周年記念企画展
　清水重蔵写真展「熊野神櫻～越後桜・福島桜競演～」
　熊野のスギ・ヒノキの山の中に誇らしく咲く桜の姿に
魅せられた写真家・清水重蔵氏の写真展です。桜の姿を
通して、先人のつくった熊野の景観や風土を感じていた
だけます。
◇期　間：4 月 5 日㈯～ 5 月 11 日㈰※会期中無休
　　　　　午前 9 時～午後 5 時
◇入場料：無料
≪付属事業≫
①清水重蔵ギャラリートーク
日　時：4 月 6 日㈰　午後 1 時～ 2 時 30 分
参加料：無料
定　員：80 名（申込不要・先着順）
②清水先生と撮る「熊野の春の撮影会」
日　時：4 月 7 日㈪　午前 9 時～午後 2 時
参加料：3,000 円 ( 保険料を含む )
定　員：20 名（要申込・先着順）

＜講座＞
◎講座「熊野比丘尼が絵解く曼茶羅図」
　曼茶羅図を携え布教と勧進のため全国を行脚した熊野
比丘尼。「熊野観心十界図」「那智参詣曼茶羅図」の絵解
きを実演します。
◇日　時：4 月 26 日㈯　午前 11 時～ 12 時
　　　　　　　　　　　　午後 1 時～ 2 時
◇参加料：無料
◇講　師：新宮市観光ガイドの会

＜新しい古道の歩き方＞
◎「トガサワラの森を歩く」
　熊野市の大又国有林を歩き、生きた化石といわれるト
ガサワラの群落保護林を訪ねるツアーです。
◇日　時：5 月 10 日㈯
　　　　　午前 8 時 30 分～午後 3 時 30 分
　　　　　※雨天の場合は翌日に延期
◇参加料：300 円 ( 保険料を含む )
◇定　員：15 名 ( 要申込・先着順 )
◇場　所：大又国有林（往復約 10km）
◇対　象：健脚の人

＜体験学習＞
◎「昆虫採集と標本作り教室～アゲハチョウの標本を作
ろう～」
　熊野古道センター周辺で、春の代表的なアゲハチョウ、
ナミアゲハやアオスジアゲハを捕まえ、それを標本に仕
上げるまでの手順を学びます。
◇日　時：5 月 3 日㈷
　　　　　午前 9 時 30 分～正午
　　　　　※雨天の場合は 5 月 5 日㈷に延期
◇参加料：300 円
◇定　員：20 名 ( 要申込・先着順 )
◇場　所：熊野古道センター及びその周辺
◇講　師：熊野古道センター職員
◇対　象：小学生～中学生
　　　　　（小学３年生以下は保護者同伴）

お問い合わせ　熊野古道センター　☎㉕２６６６
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　　http://www.kumanokodocenter.com/

毎週日曜日は、申込不要で参加できる「あなたも木工作家！その場でできる木工教室」（午後 1 時～ 3 時受付）
４月の予定：６日・１３日（ひのきアート空

く ら ぶ
楽風）２０日（ヒノキのおもちゃ）２７日（木のどうぶつづくり）

お問い合わせ　夢古道おわせ　☎㉒１１２４
ホームページ　http://yumekodo.jp/

●お母ちゃんのランチバイキング ( 午前 11 時～午後 2 時 )
☆お母ちゃんのランチバイキングフェアー『カタクチイワシ』 
　期間：4 月 7 日（月）～ 27 日（日） 
　三重県はカタクチイワシの漁獲量が全国で第 2 位。
　尾鷲魚市場に水揚げされた新鮮なカタクチイワシをぜひ食べに来てください！ 
●夢古道の湯 ( 午前 10 時～午後 9 時 )
☆入浴回数券販売 　5 月 11 日まで（期間限定販売） 
　一般　11 枚 6,000 円　シニア（65 才以上）　11 枚 5,000 円 
 ・毎月 26 日はお風呂の日　　子供料金 300 円が 100 円です。
◇◆◇◆　夢古道モバイル会員募集中 !!　◆◇◆◇
　会員登録すると、最新の各種イベントのお知らせや新商品の紹介、お得な情報や
　無料クーポンなどが配信されます。登録は、右のＱＲコードをご利用ください。

 

 

▲登録用ＱＲコード
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当 番 医

当 番 薬 局

午前９時から午後５時まで

　時間は原則として午前９時〜午後５時
　救急医療情報システムは☎㉒１１９９
◎変更する場合もあります。
◎紀北医師会
　http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院
では、すべての休日に、紀北医師会の
当番医が一次診療を行っています。

月　日 医　院　名 電　話

4/ 6 南輪内診療所 ㉗３３９９

4/20 西村整形外科 ㉓３２１０

月　日 薬　局　名　
4/ 6 くろだ薬局病院前
4/13 くろだ薬局病院前
4/20 くろだ薬局病院前
4/27 くろだ薬局病院前
4/29 くろだ薬局病院前・山下薬局

休日の急病はこちら ◎献血４００ml
・男性１７歳～６９歳で体重５０㎏以上
・女性１８歳～６９歳で体重５０㎏以上

実施日 受付時間 会場

４月９日㈬
10:00 ～ 12:00 尾鷲三田火力発電所

13:30 ～ 16:00 三重県尾鷲庁舎

運転免許・保険証など、本人確認ができるものを持参してください。

注）薬を服用している人や特定の海外渡航歴のある人はできません。

◎ K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー

　次のとおり、kokokara( ｺｺｶﾗ ) 健康ウォーキングデーを開催します。
「ココロとカラダの健康づくり」のために、みんなで一緒にウォーキン
グを楽しみましょう。

日　時 コース 集合場所

４月 20 日㈰

午前 8 時 30 分
～

午後 1 時

曽根まちなかと
浄の城
With
つつじまつり

・曽根へ直接お越しの人
　曽根ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
受付時間　
　　　　午前 8 時 30 分～ 45 分
・送迎バスご利用の人
　福祉保健センター
センター出発時間　　午前８時
曽根出発時間　午後 0 時 40 分

※要申込（定員 50 名）
※参加費無料
※雨天の場合中止。当日の午前 7 時に決定
※送迎バスは定員 27 名で先着順

尾
鷲
市
健
康
増
進
計
画
が
出
来
ま
し
た

　
平
成
26
年
２
月
24
日
、
尾
鷲
市
健
康
増
進
計
画
策
定
委
員
会
（
会
長 

三
重
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
特
任
教
授　
登　
勉
氏
、
市
内
各
組

織
団
体
代
表
等
16
名
で
構
成
）
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の

「
尾
鷲
市
健
康
増
進
計
画
」を
策
定
し
、市
長
に
完
成
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
平
成
24
年
に
市
民
６
０
０
名
を
対
象
と
し
て
実
施

し
た
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
広
報
２
月
号
に
掲
載
）
と
国
民
健

康
保
険
医
療
費
や
特
定
健
康
診
査
の
デ
ー
タ
等
を
解
析
し
、
尾
鷲
市
に

特
徴
的
な
生
活
習
慣
や
病
気
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
尾
鷲
市
の
健
康
課
題
が
抽
出
さ
れ
、
次
の
４
つ
を
主

要
取
組
に
設
定
し
ま
し
た
。

①
生
活
習
慣
病(

高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症(

高
脂
血
症))

に
対

す
る
取
り
組
み

②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
う
つ
予
防
）

　
に
対
す
る
取
り
組
み

③
お
口
の
健
康(

む
し
歯
と
歯
周　

　
病
予
防)

に
対
す
る
取
り
組
み

④
喫
煙
に
対
す
る
取
り
組
み

　

こ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
全

体
目
標
と
し
て
の
『
地
域
力
を
活
か

し
た
健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実
と
健

康
寿
命
の
延
伸
』
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
尾
鷲
の
地
域
力
を
活
か
す
た
め
に
各
組
織
団
体
と
行
政
と
市

民
が
協
働
で
事
業
ご
と
に
「
尾
鷲
健
康
増
進
の
会
（O

w
ase H

ealth 
Prom

otion Party

／
通
称O

w
ase H

A
PPY

」
を
創
り
、
市
民
の

要
望
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
健
康
増
進
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
し
、
広
報
お
わ

せ
に
折
り
込
み
配
布
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
㉓
３
８
７
１



⓲

　

第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）

の
議
案
の
審
議
内
容
、
採
決
結
果

等
の
議
会
報
告
会
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

７
日
㈪　
午
後
６
時
30
分
～
８
時　
　

 

　
　
　
　
倉
ノ
谷
集
会
所

８
日
㈫　
午
後
６
時
30
分
～
８
時　
　

 

　
　
　
坂
場
ク
ラ
ブ
・
泉
集
会
所

９
日
㈬　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

大
滝
集
会
所
・
中
川
地
区
集
会
所

10
日
㈭　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
九
鬼　
行
野

11
日
㈮　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
早
田

15
日
㈫　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
古
江

16
日
㈬　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
曽
根

17
日
㈭　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
賀
田

18
日
㈮　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
三
木
里

22
日
㈫　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
中
央
公
民
館

※
10
日
～
18
日
の
会
場
は
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局
☎
㉓
８
２
１
１

小
・
中
学
校
へ
の
入
学
手
続
き

　
４
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
１
月
末
日
付
で
入
学
通
知

書
を
発
送
し
ま
し
た
。

　
入
学
通
知
書
の
裏
面
に
、記
入・

押
印
の
う
え
、
入
学
式
当
日
に
、

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
学
通
知
書
の
記
載
事
項
に
誤

　
り
が
あ
る
。

○
入
学
式
ま
で
に
転
居
・
市
外
へ

　
転
出
す
る
予
定
が
あ
る
。

○
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
、
ま

　
た
は
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。

就
学
援
助
の
申
請
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
４
月
中
旬
以
降
に

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
請
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
学
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
教
育
総
務
課
☎
㉓
８
２
９
１

①
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

期
間　

　
　
４
月
１
日
㈫
～
６
月
２
日
㈪

縦
覧　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　
　
　
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

②
課
税
台
帳
兼
名
寄
帳
の
閲
覧

期
間　
通
年

閲
覧　
本
人
の
課
税
台
帳
兼
名
寄

　
　
　
帳
の
記
載
事
項

①
②
共
通
事
項

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

　
　
　
者
・
納
税
管
理
人
な
ど

場
所　
税
務
課

用
意
す
る
も
の
（
手
数
料
無
料
）

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

　
転
免
許
証
な
ど
）

・
代
理
人
は
、
委
任
状
と
本
人
確

　
認
が
で
き
る
も
の

・
来
庁
者
の
印
か
ん

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
税
務
課
☎
㉓
８
１
７
２

　
東
南
海
地
震
に
備
え
、
住
ま
い

の
安
全
性
の
確
保
の
た
め
、
市
で

は
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
無
料
耐
震
診
断

・
耐
震
補
強
設
計
の
補
助

・
耐
震
補
強
工
事
の
補
助

　
申
し
込
み
等
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
建
設
課
☎
㉓
８
２
４
２

　
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
と
は
、
得
す
る

街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
略
称
で
、
商

店
主
が
講
師
と
な
っ
て
、
専
門
知

識
や
プ
ロ
な
ら
で
は
の
コ
ツ
を
無

料
で
提
供
し
、
地
域
の
人
々
の
暮

ら
し
の
お
役
に
立
て
て
も
ら
う
た

め
の
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
こ
と
で

す
。

　

４
月
15
日
㈫
～
５
月
15
日
㈭

に
、
尾
鷲
よ
い
と
こ
ス
タ
ン
プ
会

加
盟
店
の
う
ち
の
12
店
舗
が
参
加

し
て
「
尾
鷲
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
４
月
５
日
㈯
折
り

込
み
予
定
の
新
聞
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
２
１
５

◎
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
14
日
㈪　
午
前
８
時
40
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
20
分

　
大
川　
哲
次　
弁
護
士

◎
行
政
相
談
（
要
予
約
）

　
23
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
川
上
輝
佐
子　
行
政
相
談
委
員

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
㉓
８
２
５
０

◎
児
童
相
談
・
女
性
相
談

　
８
日
㈫　
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時

　
　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課
☎
㉓
８
２
０
１

 

有
料
広
告
欄

「広報おわせ」に

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
６月号の締め切りは、４月 18 日㈮です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎㉓８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

　　　　　軽自動車税の納期限は４月３０日 ( 水 ) です。税務課☎㉓８１７３

市 

民 

相 

談

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
の
開
催



⓳

　
４
月
６
日
㈰
か
ら
15
日
㈫
ま
で

の
10
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

10
日
㈭
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
運
動
の
基
本
を
「
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
と
し
、

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

以
上
の
３
つ
の
重
点
を
目
標

に
、
出
発
式
、
早
朝
街
頭
指
導
、

ミ
ル
ミ
ル
ウ
エ
ー
ブ
等
の
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
㉓
８
２
５
０

　
４
月
か
ら
不
法
投
棄
を
抑
止
す

る
た
め
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
監

視
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！
検
挙

さ
れ
た
場
合
５
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
１
、０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
場
合
に

よ
り
両
方
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
環
境
課
☎
㉓
８
２
５
１

　

大
学
の
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
、
経
験
を
も
と
に
、
市
民
や
企

業
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

解
決
の
糸
口
を
提
供
す
る
た
め
、

今
年
度
も
「
三
重
大
学
連
携
室
」

を
設
置
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

予
約
方
法

　
相
談
日
前
日
の
午
後
１
時
ま
で

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
市
長
公
室
☎
㉓
８
１
３
４

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年

３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
５
、２
５
０
円
で
す
。

　

４
月
上
旬
に
届
く
納
付
書
で
、

納
め
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
が
割

引
さ
れ
る
「
前
納
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、口
座
振
替
で
は
、「
前

納
制
度
」
の
ほ
か
に
「
早
割
」
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
対
象
期
間
が
広

が
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
申
請
が
あ
っ
た

月
の
直
近
の
７
月
ま
で
し
か
遡
れ

な
か
っ
た
も
の
が
、
最
大
で
２
年

１
か
月
前
ま
で
遡
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
※
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
の
年

金
加
入
状
況
や
保
険
料
の
納
付
状

況
に
よ
っ
て
、
免
除
の
申
請
が
で

き
る
期
間
は
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
免
除
の
審
査
は
所
得
情
報
を

も
と
に
行
う
た
め
、
ご
希
望
の
免

除
が
認
定
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
年
金
事
務
所
☎
㉒
２
４
４
２

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
㉓
８
１
６
１

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
危

険
物
施
設
で
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な

ど
を
取
り
扱
う
場
合
、
危
険
物
取

扱
者
免
状
が
必
要
で
、
ま
た
、
10

年
ご
と
に
免
状
の
書
き
換
え
が
必

要
で
す
。

　
当
地
域
で
は
、
次
の
と
お
り
乙

種
四
類
お
よ
び
丙
種
の
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
乙
種
第
四
類

を
受
験
す
る
人
向
け
勉
強
会
と
し

て
予
備
講
習
会
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
試
験
日　
　
６
月
14
日
㈯

　
試
験
場
所　
尾
鷲
高
等
学
校

　
願
書
受
付

　
　
　
　
４
月
10
日
㈭
～
21
日
㈪

予
備
講
習
会

　
開
催
日　
５
月
16
日
㈮

　
開
催
場
所　
紀
北
教
育
会
館

　
受
付
日

　
　
　
　
４
月
10
日
㈭
～
21
日
㈪

お
問
い
合
わ
せ　
三
重
紀
北
消

防
組
合
予
防
課
☎
㉒
２
０
５
１

　　老人クラブ４月の講座　　老人クラブ連合会☎㉒７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケたんぽぽ 14･28 日 午前９時 30 分～ コーラス 9･23 日 午後１時 30 分～

カラオケさくら ７･21 日 午前９時 30 分～ 民 謡 3･17 日 午前 10 時～

俳 句 14 日 午後１時 30 分～ 生 花 11･25 日 午前 9 時 30 分～

折 り 紙 8･22 日 午前 9 時 30 分～ 日 舞 4･18 日 午前９時 30 分～

書 道 2･16 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 4･18 日 午後１時 30 分～

茶 道 2･16 日 午後 0 時 30 分～

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

4 月 5日㈯・5月 3日㈷
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　水産商工食のまち課☎㉓８２１５
　　　事務局　尾鷲商工会議所☎㉒２６８２
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

し尿くみ取り日程

曽　根 4 月 3 日 ( 木 )

梶　賀 4 月 7 日 ( 月 )

三木里 4 月 8 日 ( 火 ) ～ 11 日 ( 金 )

古　江 4 月 14 日 ( 月 ) ～ 17 日 ( 木 )

賀　田 4 月 21 日 ( 月 ) ～ 24 日 ( 木 )

　★クリンクルセンター　　☎㉒０６０５

　
三
重
大
学
連
携
室
の

　
　
　
　
開
所
に
つ
い
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た

国
民
年
金
の
お
し
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験

「三木浦こいやぁ」は４月１３日㈰に開催します。
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防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!
★
今
月
の
夜
間
観
望
会

４
日
㈮
～
５
日
㈯　
火
星・木
星・

　
小
惑
星
ベ
ス
タ

11
日
㈮
～
12
日
㈯　
火
星
・
上
弦

　
過
ぎ
の
月
・
木
星

18
日
㈮
～
19
日
㈯　
し
し
座
レ
グ

ル
ス
・
か
に
座
散
開
星
団
プ
レ

セ
ペ(

Ｍ
44)

・
火
星

25
日
㈮
～
26
日
㈯　
か
み
の
け
座

星
雲(

Ｎ
Ｇ
Ｃ
４
５
６
５)

・

お
お
ぐ
ま
座
星
雲

・
入
館
時
間　

　
午
後
７
時
～
９
時

★
昼
間
の
一
般
観
望

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

　
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

Ｒ
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Ｈ
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ａ
ｇ
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２
０
１
４

日
時　
４
月
20
日
㈰

　
　
　
開
演　
午
後
３
時
～

入
場
料　
１
、０
０
０
円

販
売
場
所　
市
民
文
化
会
館
、
中

央
公
民
館
ほ
か
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◆
子
ど
も
読
書
の
日
・
自
由
参
加

日
時　
４
月
24
日
㈭　

　
午
後
３
時
～
４
時

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象　
幼
児
～
小
学
生

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

日
時　
４
月
３
日
㈭　

①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
０
歳
児
と
保
護
者

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

場
所　
３
階　
和
室　

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、
わ
ら
べ

　
　
　
う
た
、
指
遊
び
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

日
時　
４
月
10
日
㈭
・
17
日
㈭

　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象   

幼
児

内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞

　
　
　
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

日
時　
４
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯

　
　
　
午
前
11
時
～
正
午

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象　
小
学
生

内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ほ
か

◆
今
月
の
休
館
日

　
７
・
14
・
20
・
21
・
28
・
29
日

編　
集　
後　
記

　

４
月
に
な
り
、
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
４
月
に
は
桜
や
ツ
ツ
ジ

な
ど
、
様
々
な
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
花
を
見
る
と
元
気
が
出
て

き
ま
す
ね
。
４
月
20
日
㈰
に
は
曽
根
町
城

山
公
園
で
ツ
ツ
ジ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

美
し
い
ツ
ツ
ジ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ね
。

　
４
月
は
、
春
満
開
、
桜
の
季
節
、
そ
し
て
、

新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
ね
。「
春
な

の
に
・
・
・
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
３
月
で
、
広
報
の
編
集
か
ら
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
向
き
に
、
少
し
ず
つ
で
も
前
へ
進
む
こ

と
を
考
え
希
望
を
持
っ
て
、
新
し
い
部
署

で
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
「
広
報
お
わ
せ
」
を
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

♠　

今
月
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
で
特
集
し
た

よ
う
に
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
旅
立
つ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
た
ち
は
社
会
人
に
な
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
逆
に
第
２
の
人
生
を

歩
ま
れ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
４
月

は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
新
し
く
ス
タ
ー
ト

す
る
月
で
す
の
で
、
新
鮮
な
気
分
に
な
り

ま
す
ね
。

《
一
般
図
書
》

・
春
、
戻
る　
瀬せ

お尾
ま
い
こ
著

　
結
婚
を
間
近
に
控
え
た
さ
く
ら
。
そ
の
さ
く
ら
の
前
に
突
如
「
兄
」
だ

と
名
乗
る
青
年
が
現
れ
る
が
、
そ
の
青
年
は
さ
く
ら
よ
り
ひ
と
回
り
も
年

下
。
彼
の
こ
と
を
全
く
思
い
出
せ
ず
困
惑
す
る

さ
く
ら
だ
が
、
青
年
は
平
然
と
「
兄
」
と
し
て

さ
く
ら
の
日
常
に
入
り
込
ん
で
い
き
…
。
ラ
ス

ト
は
春
の
陽
気
の
よ
う
に
ほ
っ
こ
り
暖
か
な
気

持
ち
に
な
れ
ま
す
。

・
役
者
が
わ
か
る
！
演
目
が
わ
か
る
！
歌
舞
伎
入
門　
犬

い
ぬ
ま
る
お
さ
む

丸
治
監
修

　
歌
舞
伎
は
二
度
、
三
度
観
る
と
そ
の
面
白
さ
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
わ
か
っ
て

く
る
。「
馴
染
み
」に
な
れ
ば
も
っ
と
面
白
く
な
る
。ご
贔ひ

い
き屓
の
役
者
を
追
っ

か
け
る
。
名
作
を
何
度
も
観
て
、
と
こ
と
ん
感

動
す
る
。

　
見
ど
こ
ろ
、
聴
き
ど
こ
ろ
の
ツ
ボ
を
お
さ
え

た
本
書
を
手
に
、
歌
舞
伎
通
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

《
児
童
図
書
》

・
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
し
ょ
う
が
っ
こ
う　
か
こ
さ
と
し
作

　
「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
１
０
１
ち
ゃ
ん
」
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
か
？
今

で
は
84
ひ
き
が
元
気
に
育
ち
、
い
ち
べ
え
ぬ
ま

小
学
校
に
入
っ
て
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
あ
る

日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
こ
と
ば
や
算
数
の
時

間
を
終
え
、
お
べ
ん
と
う
遠
足
に
で
か
け
て
い

る
と
、
沼
の
底
か
ら
大
き
な
黒
い
影
が
そ
ー
っ

と
近
づ
い
て
き
ま
し
た
…
。

●
寿
文
庫
へ
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  

寿
文
庫
運
営
委
員
会
で
は
、
厄
年
の
人
か
ら
図
書
の
購
入
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
厄
年
や
一
般
の
人
、
あ
わ

せ
て
73
名
と
一
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
４
３
１
、０
７
７
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
文
科
学
館

☎
㉓
０
５
２
５

　
図
書
館

☎
㉓
８
２
８
２

人　の　動　き
（2 月末現在）

　人　口 19,918 人　　（前月比 -32）
  （男 9,277 人　女 10,641 人）

　世帯数 9,928 世帯（前月比 -20）
　転　入　25 人　　転出　38 人
　出　生　14 人　　死亡　33 人

その他  ± 0 人　　（住民基本台帳）



「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

市
民
文
化
会
館

☎
㉓
３
０
０
０


